
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安衛則第612条の2第1項 安衛則第612条の2第2項 

熱中症対策導入事例 

 

アラートバンド 

・入社３年未満の未熟練者に対

し支給。 

・「色」、「「音」、「「振動」で熱中症

の危険性をリアルタイムで注意

喚起 

大型水冷扇 

・外気温より約３℃低い冷風を

生成し、１０ｍ先まで送風 

休憩室（工事前） 休憩室（工事後） （監督署のコメント） 

入社して経験の浅い労働

者は上司に熱中症の自覚

症状の申し立てが難しく、

熱中症のリスクが高まる

との観点から支給されて

おり、熱中症対策として有

効な手段の一つです。 

（事業所の取組紹介） 

・熱中症は屋外だけでなく、

屋内でも多く発症していま

す。本事業場では右の事例

以外にも「作業者全員に空

調服の支給」、「屋外の工場

屋根にスプリンクラーの設

置」、「WBGT機器の設置」

など多くの熱中症対策に取

り組んでいます。 

R7.6 作成 

長崎労働局 

長崎労働基準監督署  

梅雨が明け 

これから夏本番 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安衛則第612条の2第1項、第2項 

熱中症対策導入事例 

 

「朝礼時の体調」、「15 時休憩時の体

調」で体調確認を行うようにしていま

す。（自覚症状、他覚症状の確認） 

応急手当の欄の記載も設け、安

衛則第612条の2第2項も網

羅しています。 

（監督署のコメント） 

危険予知活動表の中で「体

調確認」を入れることで、

お互いが意識的に確認で

きるので熱中症対策の有

効な手段の一つです。 

（事業所の取組紹介） 

・建設業は熱中症の災害件

数の最も多い業種となりま

す。本事業場では規則改正

に伴い、本社で熱中症の対

応・連絡表のフォームを作

成し、全ての現場で周知・啓

発するよう指示していま

す。また、右事例は建築部門

の危険予知活動表ですが土

木部門は異なる定型フォー

ムを作成し、現場に即した

熱中症対策を講じていま

す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熱中症対策導入事例 

 

安衛則第612条の2第1項、第２項 

上記フロー図に「「１次移動場所の記載」、「医療機関の連絡先」を具体的

に記載させ、作業場所に掲示することで周知を図られています。 

事業所へ熱中症関係の

資料提供を行い、安全

衛生教育を実施 

（監督署のコメント） 

屋内の調理場での作業場所で

すが、熱中症のリスクはある

と考え、各事業所へWBGTの

導入、作業場所へフロー図の

掲示、熱中症対策の知識付与

などハード面、ソフト面の両

面で有効な熱中症対策を講じ

ています。 

（事業所の取組紹介） 

・小売業も屋内作業が多い業

種ですが熱中症は３番目に多

い業種となっています。本事

業場では規則改正に伴い、全

ての作業所で WBGT を設置

し、本社で熱中症の対応・連

絡表のフォームを作成し、全

ての作業所で周知・啓発する

よう指示しています。また、

右事例以外にも「熱中症早見

表（温度・湿度からWBGTへ

の数値表）を掲示するなど熱

中症対策を講じています。 


